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ホームページせんだい宇宙館 TEL 0996-31-4477
〒895-0005 鹿児島県薩摩川内市永利町 2133 番地 6（寺山いこいの広場内）
【入館料】大人 500 円   小人 300 円    ※未就学児は無料・身障者の方は免除
【お得な年間入館券】大人 1,000 円   小人 500 円

11 /  25      ～ 4 /  10水 日

2015年               2016年ご来館者
　プレゼント★2000名様 に武井咲予氏撮影

小学生以上の方に限ります



　問合せ先　文化施設課（川内文化ホール内）TEL 20-7570

文化施設課　TEL：20-7570

フラワーアレンジメント教室
いきいき生涯学習事業

場　所　ロビー
参加料　100円 入館の方は無料

紙コップとテグス、ストローで作り、ロボットアームの
仕組みや原理を学びます。ロボットアームは、国際
宇宙ステーションの組み立てや実験装置の移動
などに使われています。

13時～16時
2/14（日）ロボットアームを作ろう！

＊1人1セットのみとなります

まちづくり公社管理施設　使用料等変更について

　平素より、公社管理施設をご利用いただきまして誠にありがとうございます。
　このたび、条例改正に伴い使用料等を改定させていただくことになりましたので、お知らせいたします。
平成28年4月1日以降のご利用分から新料金が適用されます。詳しくは、各施設にお問い合わせいただくか、
まちづくり公社ホームページをご覧ください。

対象施設　川内文化ホール・川内まごころ文学館
　　　　　総合運動公園施設（サンアリーナ等）、有料公園施設

お知らせ

事業報告 日　時：12/23（水・祝）13:30～15:30
場　所：川内文化ホール　第3会議室
講　師：上妻早苗先生
　　　　（ヨーロピアンフラワーデザイン連盟講師）
受講者：16名

　お正月用の華やかな花材を使って、各自
作品を完成させました。
　「とても楽しかった。出来はまぁまぁ！」
「花材もたくさんで、先生も親切に詳しく
教えてくださり、よかった」「脳に刺激が
あり、大変良かった」「お正月に綺麗な花
を飾りたいが、自分では無理なので」と参
加者は、本格的なアレンジメントへの挑戦
に大満足されたようです。
　ユーモアを交えた講師の説明に終始、和
やかな雰囲気でした。

完成作品メインとなる花の位置を決めてから、全体を整えます

　川内まごころ文学館は、平成16年1月30日に開館しました。有島三兄弟、特に里見
弴の文芸資料と改造社関連の直筆原稿や書簡などを幅広く展示しています。
　多目的映像ホールでは、毎月「名作シネマ」が上映され、文学作品が原作のものな
どを上映して、多くの方に楽しんでいただいています。

川内まごころ文学館川内まごころ文学館
施設紹介施設紹介

400年ほど前の茶人 小堀遠州が考案
したといわれ、砂利に柄杓で水を少
しずつたらすと、澄んだ反響音が聞
こえます。

水琴窟

山本實彦が主宰した総合雑誌
「改造」には、大正・昭和の
文豪が、多く寄稿しました。
芥川龍之介、谷崎潤一郎らの
直筆原稿を観覧できます。

里見弴の書

せんだい宇宙館　TEL：31-4477◆入館料◆　小・中学生300円　高校生以上500円　＊未就学児は無料

ウィークエンド工作
先着25名
申込不要
先着25名
申込不要

◆せんだい宇宙館◆　



干支ぬりえ「さる山に仲間をふやそう」

座席数95席/車いす席あります。 13：30開場（映画に限り、入館料は必要ありません）
 

■問合せ先   ☎ 25-5580(川内まごころ文学館)

　問合せ先　川内歴史資料館　TEL：20-2344　川内まごころ文学館　TEL：25-5580

2/21（日）
14：00～15：40

2/20（土）
14：00～15：34

事業報告 会　期：12/12（土）～1/11（月・祝）
観覧者：689人
場　所：川内まごころ文学館　企画展示室

古文書教室 川内歴史資料館

中世～近世の古文書を読み解きながら、歴史を学びます

日　時　全4回（別表）、10：00～12：00　
定　員　先着20名、古文書に興味のある方どなたでも
受講料　500円（資料代）
申込方法　電話・直接来館
申込期間　2月16日（火）～3月4日（金）

宗源宣旨（兼喜神社関係資料）
　　川内歴史資料館所蔵

 日 時 講 師 
１ 3月 5日（土） 吉本明弘（当館学芸員） 
２ 3 月 12 日（土） 吉本明弘（当館学芸員） 
３ 3 月 13 日（日） 荒田邦子氏（鹿児島純心女子大学非常勤講師） 
４ 3 月 19 日（土） 荒田邦子氏（鹿児島純心女子大学非常勤講師） 

＊講座で取り扱う古文書は、
　写真と異なることがあります

場　所　川内歴史資料館　1階ロビー
観覧料　無　料

開催中トピック展示

絵で見るむかしの暮らし

（左）田植えに行く/（右）棒踊り（部分）
『民俗画集　目で見る戦前の暮らし』より

本市城上町出身の鉢迫豊志氏が描いた稲作や山仕事、
年中行事などの民俗画をパネルでご紹介します

原作　川口松太郎
脚本　斎藤良輔
監督　野村浩将
出演　佐野周二　日守新一
　　　李香蘭（山口淑子）
　　　水戸光子ほか

ⓒ1941松竹株式会社

蘇州の夜
昭和16年（1941）

伝七捕物帖 刺青女難
昭和29年（1954）

脚色　柳川真一
監督　岩間鶴夫
出演　高田浩吉　月丘夢路
　　　嵯峨美智子
　　　北上弥太郎
　　　伴淳三郎ほか

ⓒ1954松竹株式会社

　薩摩川内市内の小学生の絵画274点を展示しました。懐かしいようで新
しく、発見と驚きに満ちた子どもたちの絵に、来場された方からは「の
びのびした子供達の絵や、高学年になる
と成長を感じられる個性のある絵が目に
楽しかった」「見ていて思わず笑顔にな
り、やさしい気持ちになりました」とい
った感想をいただきました。
　会場に設置した、ぬりえコーナーも好
評で、美術や文学館に親しんでもらう良
い機会になったのではないかと思います。
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★フリーマーケット会場

★生涯学習フェスティバルメイン会場
★次世代エネルギーフェア会場
★コミュニティブランド市、食育コーナー

大会
テーマ

記念講演
（入場無料）

2月27日（土）13:00～17:00

2月28日（日）9:00～16:00

＊託児は、
　2/15まで
　に要申込

第11回薩摩川内市生涯学習フェスティバル＆次世代エネルギーフェア

いつでもチャレンジ！～広げよう　心豊かな学習社会～

講師 前園真聖氏
元プロサッカー選手
スポーツジャーナリスト

演題 チャレンジすることの
　　素晴らしさ

2月28日（日）
14:45～16:15

2月27日（土）・28日（日） 場所 薩摩川内市総合運動公園（サンアリーナせんだい）

展示セクション
次世代エネルギーフェア
ステージセクション
学習体験コーナー・食育コーナー
コミュニティマーケット
記念講演（特別トークショー）

展示セクション
次世代エネルギーフェア（展示）

薩摩川内市役所企画政策部コミュニティ課　TEL：0996-23-5111

◎まちづくり公社・せんだい宇宙館も出展します

　3日に鹿児島神宮へ初詣に行きました。鳥居のずっと

手前から渋滞の車列がつながり、参拝も列に並び順番

で、正月らしい賑わいでした。

　本殿に向かって右の鳥居をくぐり、上り詰めたところ

には稲荷神社が鎮座しています。ひっそりと荘厳な雰

囲気で空気がぴんと張り、特別なご利益がありそうな

気がします。狛犬ではなく、対の小さな狐がお使いとし

て置かれています。「今年も平穏無事な一年でありま

すように」と、神妙に手を合わせてお祈りしました。

　皆さまは、どのようなお正月を過ごされたでしょう

か？（永田）　　

編集後記
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「川柳つばさ」
 2016年1月号第91号より

入会及び受講者募集中！

日　時　第2火曜日13～15時
場　所　そうしん本店ビル
　　　　（鹿児島市泉町・鹿児島銀行本店裏）
受講料　9,720円（6回）
申込先　099-248-7776

日　時　第1木曜日13時
場　所　入来公民館
参加料　無料
申込先　0996-44-3330（石神）

入来句会

リビングカルチャー教室
「楽しく川柳を始めましょう」

作品をつくってみませんか！
＊「
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